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Ⅰ．はじめに
　日本における青少年の体力および運動能力
は，1980年代から低下傾向にあると報告され
ている。このような体力低下の要因として，
生活環境や生活習慣の変化が運動頻度の減少
をもたらし，身体活動量の低下に影響をおよ
ぼしている。北海道を居住環境におく人々は，
およそ半年の積雪・寒冷期間があることから，
屋外での運動機会が抑制されることが起因
し，夏季と比較して冬季において身体活動量
が低下する。 このような環境下で育ってき
た北海道の青少年の体力および運動能力は，
全国平均よりも低いレベルにあると報告され
ている。現在，本学北翔大学に所属する多く
の学生は，1990年代に北海道で生まれ，そし
て北海道で育ってきた青少年であり，北海道
における青少年の体力・運動能力を反映する
世代である。 加えて，近年の大学生の体力は，
全国平均よりも低いといった報告1−10）を踏ま
えると，今後将来において北海道における青
少年の健康は憂慮すべき状況といえる。
　本学北翔大学生涯スポーツ学部は，保健体
育教諭，健康の維持増進を支援する健康運動
指導士，ケガの予防や競技力向上に貢献する
トレーナーなどの人材養成をすすめており，
学生の多くは学校体育やスポーツ現場に携わ
ることを志している。本学部における学生の
多くは，体育系学生団体に所属して，そのほ
とんどが競技者として活動しており，平均的
な青少年よりも高いレベルの体力が要求され
る。しかしながら，近年における青少年の体
力・運動能力の低下，とりわけ大学生におけ
る体力の低さを踏まえると，将来スポーツ現
場で指導者として活躍する本学生涯スポーツ
学部の学生の体力レベルを把握することは重
要な課題といえる。そこで，本研究の目的は，
北翔大学生涯スポーツ学部に所属する学生の
体力レベルを把握するために，全国平均と比
較・検討することであった。
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
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Ⅱ．方　　法
１．対象
　本研究の対象は，平成24年度前学期におい
て開講された健康体育を履修した２年次学生
のうち，全ての測定項目を完了した116名（男
90名，女26名）であった。
２．方法
　体格の測定項目は，身長と体重とし，こ
れらから体格指数（Body Mass Index, BMI）
を算出した。
　体力測定は，文部科学省の新体力テストの
実施要領に準じ，新体力テスト９種目のうち
持久走を除いた８種目（長座体前屈，握力，
ハンドボール投げ，上体起こし，反復横跳び，
立ち幅跳び，50m走，20mシャトルラン）を
実施した。
　本研究では，新体力テストに加えて，垂直
跳びとバウンディングの２種目の測定を行っ
た。垂直跳びの測定は，手を腰に固定したカ
ウンタームーブメントジャンプを滞空式によ
り記録した。測定機器は，マルチジャンプテ
スタ（株式会社ディケイエイチ）を用いた。
具体的には，被験者は手を腰において膝伸展
位の立位姿勢を開始肢位として，膝を曲げて
最大努力下のジャンプ動作を行った。垂直跳
びの記録は，２回実施したうち，最大値を採
用した。バウンディングの測定は，両足で同
時に踏み切って前方へ跳び， 右・左・両足着
地または左・右・両足着地による距離を計測
した。バウンディングの記録は，踏み切り線
から直角に，最も近い着地点（通常，後足の踵）
までの距離をメジャーにより計測した。バウ
ンディングの記録は，２回実施したうち，最
大値を採用した。
３．統計処理
　本研究における対象者の体力特性を検
討するために，文部科学省において実施
した平成23年度体力・運動能力調査結果
（http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.
表２　平成23年度全国19歳の体格特性
男 女
平均 標準偏差 平均 標準偏差
身長（cm） 171.7 5.61 158.6 4.87
体重（kg） 62.5 8.02 51.3 5.89
BMI（kg/m2） 21.2 20.4
表１　本学学生の体格特性
男（n=90） 女（n=26）
平均 標準偏差 範囲 平均 標準偏差 範囲
身長（cm） 171.4 5.6 160−186.7 156.7 4.8 147−164
体重（kg） 64.9 8.1 49−91 52.4 4.5 40.5−61
BMI（kg/m2） 22.1 2.5 17.6−31.5 21.3 1.8 17.2−25.2
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do?bid=000001030954&cycode=0） の う ち， 
19歳青少年のデータを比較対照とした。 本
研究における対象者の体力測定結果と全国平
均との比較には，独立２群のt検定を用い，
有意水準を５%に設定した。
Ⅲ．結　　果
１．体格
　本学学生の体格特性を表１に，全国19歳青
少年の体格特性を表２に示した。
　身長の平均値は，男性171.4±5.6cm，女性
156.7±4.8cmであった（図１）。全国の平均
身長と比較すると，本学の女性は統計学的に
有意な低値を示した（t=-1.988, p<0.05）。一方，
男性に関して，両群間に統計学的有意差は認
められなかった。
　体重は，男性64.9±8.1kg，女性52.4±4.5kg
であった（図２）。全国の平均体重と比較す
ると，本学の男性は統計学的に有意な高値を
示した（t=2.673, p<0.01）。一方で，本学の
女性と全国の19歳女性との間には，統計学的
有意差は認められなかった。
　BMIに関して，男性は22.1±2.45，女性は
21.3±1.8であり，男女ともに約90%がふつう
の判定結果となり，概ね標準的な体格指数を
示した。
２．体力測定
　長座体前屈の平均値は，男性51.4±7.0cm，
女性52.7±6.1cmであった（図３）。全国の
平均値と比較すると，本学の学生は男女と
もに，統計学的に有意な高値を示した（男：
t=3.750, p<0.001. 女：t=3.059, p<0.01）。
　上体起こしの平均値は，男性35.2±4.5回，
女性28.8±4.9回であった（図４）。全国の平
均値と比較すると，本学の学生は男女とも
に，統計学的に有意な高値を示した（男：
t=9.835, p<0.001. 女：t=6.109, p<0.001）。
　握力の平均値は，男性50.4±7.0kg，女性
32.1±4.2kgであった（図５）。全国の平均値
と比較すると，本学の学生は男女ともに，統
図１　身長に関する本学学生と全国平均の比較
図３　長座体前屈に関する本学学生と全国平
均の比較図２　体重に関する本学学生と全国平均の比較
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計学的に有意な高値を示した（男：t=8.797, 
p<0.001. 女：t=6.206, p<0.001）。
　ハンドボール投げの平均値は，男性33.9±
4.7m，女性19.8±2.9mであった（図６）。全
国の平均値と比較すると，本学の学生は男女
ともに，統計学的に有意な高値を示した（男：
t=13.001, p<0.001. 女：t=9.062, p<0.001）。
　50m走の平均値は，男性6.8±0.3秒，女性8.1
±0.4秒であった（図７）。全国の平均値と比
較すると，本学の学生は男女ともに，統計学
図４　上体起こしに関する本学学生と全国平
均の比較
図６　ハンドボール投げに関する本学学生と
全国平均の比較
図８　20mシャトルランに関する本学学生
と全国平均の比較
図５　握力に関する本学学生と全国平均の比
較
図７　50m走に関する本学学生と全国平均
の比較
図９　反復横跳びに関する本学学生と全国平
均の比較
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的有意に速い結果を示した（男：t=-16.591, 
p<0.001. 女：t=-12.030, p<0.001）。
　20mシャトルランの平均値は，男性99.9
±17.4回， 女 性75.7±16.5回 で あ っ た（ 図
８）。全国の平均値と比較すると，本学の学
生は男女ともに，統計学的に有意な高値を
示した（男：t=6.637, p<0.001. 女：t=8.495, 
p<0.001）。
　 反 復 横 跳 び の 平 均 値 は， 男 性57.8±5.1
回，女性50.9±4.0回であった（図９）。全国
の平均値と比較すると，本学の女性の方が，
統計学的に有意な高値を示した（t=4.196, 
p<0.001）。一方，男性おいては，両群間に統
計学的有意差は認められなかった。
　 立 ち 幅 跳 び の 平 均 値 は， 男 性249.2±
17.2cm， 女 性196.9±13.4cmで あ っ た（ 図
10）。全国の平均値と比較すると，本学の学
生は男女ともに，統計学的に有意な高値を
示した（男：t=10.459, p<0.001. 女：t=9.570, 
p<0.001）。
　新体力テストに加えて本研究で採用した垂
直跳びの平均値は，男性40.0±6.4cm，女性
28.7±4.4cmであった。バウンディングにお
いては，男性689±62cm，女性543±37cmで
あった。
Ⅳ．考　　察
　本研究では，北翔大学生涯スポーツ学部に
所属する学生の体力レベルを把握するため
に，全国平均と比較・検討することを目的と
した。体格に関して，全国平均比較して，統
計学的有意差を認める項目がみられたもの
の，本学学生の体格は全国平均と概ね同等で
あるといえる。新体力テストにより測定した
体力に関して，本学学生の体力は男子の反復
図10　立ち幅跳びに関する本学学生と全国
平均の比較
表３　本学学生の体力特性：新体力テストの結果
男（n=90） 女（n=26）
平均 標準偏差 範囲 平均 標準偏差 範囲
長座体前屈（㎝） 51.4 7.0 38−70 52.7 6.1 45−64
上体起こし（回） 35.2 4.5 25−49 28.8 4.9 21−38
握力（㎏） 50.4 7.0 38−70 32.1 4.2 26−43
ハンドボール投げ（m） 33.9 4.7 25−50 19.8 2.9 14−26
50ｍ走（秒） 6.8 0.3 6.1−7.4 8.1 0.4 7.5−8.9
20ｍシャトルラン（回） 99.9 17.4 64−135 75.7 16.5 50−102
反復横跳び（回） 57.8 5.1 47−73 50.9 4.0 43−60
立ち幅跳び（㎝） 249.2 17.2 220−295 196.9 13.4 170−225
垂直跳び（㎝） 40.0 6.4 25.2−56.6 28.7 4.4 22.5−36.7
バウンディング（㎝） 689 62 540−840 543 37 483−630
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横跳びを除く全ての項目において全国平均よ
りも高いレベルであった。
　本研究の対象であった本学学生は，体格は
全国平均と同等レベルであるが，体力は全国
平均を上回るレベルにあり，競技活動におけ
る身体活動量が好影響をもたらしていると
推測される．北海道における青少年の体格
は，全国平均よりも高値であること，そして
本学学生の多くが北海道出身者であることを
考慮すると，本学学生は北海道内において体
格が若干見劣りする集団であると考えられ
る。本学学生の体格は全国平均と同等である
ものの，長座体前屈や立ち幅跳びなど身長に
影響を受ける測定種目において，本学学生の
測定結果は，全国平均と比較すると有意に高
い値を示した。また，体重に関して，男子学
生は全国平均よりも有意に高い値を示したも
のの，BMIでは全体の90%がふつう（BMI 
18.5以上25未満）の判定であり，標準体型で
あるといえる。しかしながら，筋力を反映す
る上体起こし，握力，立ち幅跳びの測定種目
は全国平均よりも非常に高い測定結果を示し
たことから，全国平均との体重差は，筋量の
差が影響している可能性が考えられる。
　反復横跳びは敏捷性能力を反映し，本学女
子学生は全国平均よりも有意に高値を示した
ものの，男性学生において全国平均と有意な
差は認められなかった。敏捷性能力は神経系
の発達度に影響を受けるが，その神経系の能
力は幼少期から小学校低学年にかけて発達し
成人レベルに到達する。反復横跳びで測る敏
捷性能力に関して，本学学生の神経系能力は
全国平均と同レベルであり，このことは幼少
期から小学校低学年における身体活動の程度
や種類に違いはなかった可能性がある。
　本学学生の体力・運動能力のうち，走力は
全国平均よりも大きく上回っていた。立ち幅
跳びと同様に，下肢の筋力や瞬発力が反映す
る50m走において，本学学生は全国平均より
も有意に優っていた。 全身持久力を反映す
る20mシャトルランに関して，本学の学生は
男女ともに，全国平均よりも大きく上回って
おり，本学学生は課外活動の取組の中で習慣
的かつ継続的な運動が好影響していると考え
られる。
　結論として，本研究では体力レベルの比較
対照として19歳の全国平均と比較検討したと
ころ，近年低下傾向にある大学生の体力レベ
表４　平成23年度全国19歳の体力特性：新体力テストの結果
男 女
平均 標準偏差 平均 標準偏差
長座体前屈（㎝） 48.3 10.7 48.9 9.8
上体起こし（回） 30.1 6.0 22.8 5.9
握力（㎏） 43.6 6.6 26.9 4.5
ハンドボール投げ（m） 26.9 6.0 14.5 3.9
50ｍ走（秒） 7.4 0.5 9.1 0.8
20ｍシャトルラン（回） 86.0 24.2 47.6 16.5
反復横跳び（回） 57.2 6.8 47.52 5.2
立ち幅跳び（㎝） 228.8 20.5 170.8 21.2
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ルの状況とは反して，本学学生の体力は優れ
たレベルにあるといえる。また，本学学生の
体力・運動能力が，競技者として優れている
か，競技特性を有しているかなどについては，
今後の研究に委ねたい。 
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